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はじめに 

2021 年は東北における地銀再編の動きが活発化した年となった。5 月に青森県内の「青森銀行」

と「みちのく銀行」が、7 月に「荘内銀行」（山形）と「北都銀行」（秋田）の持株会社である「フ

ィデアホールディングス」（宮城）と「東北銀行」（岩手）が、それぞれ経営統合に向けた協議入り

を発表。10 月には、各県トップバンクである「秋田銀行」と「岩手銀行」が包括業務提携を締結

することを発表した。この動きの背景には東北の少子高齢化が全国に比べて深刻化するなど、経営

環境の悪化に対する危機感の表れとも言えよう。 

一方で、コロナ禍において金融機関の役割が重要であることが再認識され、金融機関はコンサル

ティングなどの貸出業務以外の役割を、企業を含めた地域経済からますます求められている。ま

た、企業にとっても金融機関と密接な関係を持つことで成長のきっかけとなる可能性が高まって

いると言えよう。 

帝国データバンク仙台支店では、2021 年 10 月末時点の企業概要データベース COSMOS2（全

国 147 万社収録、特殊法人・個人事業主含む）から、宮城県内の企業（約 2 万 4200 社）がメイン

バンクと認識している金融機関について抽出し集計した。なお、同調査は 2020 年 12 月に次いで

12 回目。 

 

※本調査は帝国データバンクが独自に調査・保有している企業概要データベース「COSMOS2」に収録された企業データで

あるため、各金融機関がメインとして認識する実数とは異なる。また、１企業に複数のメインがあるケースでは、当該企業

が最上位として認識している金融機関をメインバンクとして集計した。 

特別企画：第 12回 宮城県内企業のメインバンク実態調査 

七十七銀行が 5 割を超えるシェア 

～上位 8行までを地元金融機関が占める～ 

調査結果（要旨） 

1．宮城県内の企業約 2 万 4200 社のうち、各企業がメインバンクとして認識している金融機

関で最も多かったのは、七十七銀行（仙台市）の 1 万 3591 社で、シェア 55.94％ 

2．上位 8 行まで仙台銀行（仙台市）、杜の都信金（仙台市）を含めた地元金融機関が占め、

県外トップは 9 位の北日本銀行（盛岡市） 

3．主要業種別でも七十七銀行がすべて 1 位。上位 3 行は「その他産業」（農林水産等）以外

七十七銀行、仙台銀行。杜の都信金の順、「その他産業」には農協や漁協が上位に 

4．売上規模別でも七十七銀行がすべて 1 位。「50 億円以上」は、メガバンク 3 行含む県外金

融機関が上位 10 行中 8 行占める 
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1. 上位 20行 ～ 上位 8行まで地元金融機関が占める 

 

宮城県内の企業がメインバンクと認識している上位 20 行は表 1 の通り。1 位は、七十七銀行（仙

台市）で、1 万 3591 社、55.94％のシェアを占めた。2 位は、仙台銀行（仙台市）3152 社、同 12.97％、

3 位は、杜の都信金（仙台市）1531 社、同 6.30％となり、地元上位 3 行のシェア合計は 75.21％

となった。1 位の七十七銀行は、2 位以下を 40 ポイント以上引き離し、前年に続き 5 割を超える

圧倒的なシェアを確保している。 

4 位は、仙南信金（白石市）593 社、同 2.44％、5 位は、石巻商工信組（石巻市）497 社、同

2.05％と続き、上位 8 行までを地元金融機関が占めた。10 位以内に入った県外に本店を置く金融

機関は、盛岡市の北日本銀行（9 位）、山形市のきらやか銀行（10 位）となり、上位 11 行は前年

と同順位だった。20 位以内のメガバンクは、三菱ＵＦＪ銀行（12 位）が最高で、三井住友銀行（14

位）、みずほ銀行（15 位）となった。上位 20 行は前年と同じ顔ぶれだった。 

 

表１ 宮城県メインバンク社数 上位 20行 

 

 

 

2021年 2020年 2019年

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア

（社） （pt） （社） （pt） （社）

1 七十七 13,591 55.94% ▲ 0.13 1 13,544 56.07% +0.04 1 13,675 56.03%

2 仙台 3,152 12.97% +0.15 2 3,096 12.82% +0.12 2 3,100 12.70%

3 杜の都信金 1,531 6.30% +0.07 3 1,505 6.23% ▲ 0.01 3 1,524 6.24%

4 仙南信金 593 2.44% +0.01 4 588 2.43% ▲ 0.02 4 599 2.45%

5 石巻商工信組 497 2.05% +0.03 5 489 2.02% ▲ 0.02 5 498 2.04%

6 石巻信金 438 1.80% ▲ 0.05 6 447 1.85% +0.01 6 448 1.84%

7 宮城第一信金 366 1.51% ▲ 0.09 7 386 1.60% ▲ 0.01 7 394 1.61%

8 気仙沼信金 342 1.41% ▲ 0.02 8 345 1.43% ±0.00 8 348 1.43%

9 北日本 329 1.35% ▲ 0.01 9 329 1.36% +0.01 9 329 1.35%

10 きらやか 260 1.07% +0.01 10 257 1.06% +0.01 10 257 1.05%

11 東北 241 0.99% ▲ 0.02 11 243 1.01% +0.01 11 244 1.00%

12 三菱ＵＦＪ 222 0.91% +0.03 13 213 0.88% ▲ 0.03 12 221 0.91%

13 岩手 217 0.89% ▲ 0.02 12 220 0.91% +0.04 13 213 0.87%

14 三井住友 206 0.85% +0.01 14 204 0.84% ±0.00 14 206 0.84%

15 みずほ 199 0.82% ▲ 0.01 15 200 0.83% ▲ 0.01 14 206 0.84%

16 古川信組 192 0.79% ±0.00 16 191 0.79% ▲ 0.03 16 199 0.82%

17 商工中金 181 0.75% ▲ 0.02 17 187 0.77% ▲ 0.01 17 191 0.78%

18 山形 156 0.64% ▲ 0.03 18 163 0.67% ▲ 0.01 18 166 0.68%

19 仙北信組 144 0.59% +0.01 19 139 0.58% ▲ 0.01 19 143 0.59%

20 常陽 138 0.57% ±0.00 20 137 0.57% ±0.00 20 140 0.57%
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2. 業種別 ～ すべて１位「七十七銀行」、2位「仙台銀行」の順 

 

主要業種別の上位行は表 2 の通り。業種別では、すべて 1 位が七十七銀行、2 位仙台銀行の順。 

「その他産業」（農林水産、鉱業、金融など）は農協や漁協が上位に入っている。 

 

表２（主要業種別上位行） 

 

 

 

 

 

2021年 2021年

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比

（社） （pt） （社） （pt）

1 七十七 4,176 55.74% ▲ 0.19 1 七十七 1,054 55.39% ▲ 0.19

2 仙台 1,104 14.74% +0.26 2 仙台 240 12.61% +0.36

3 杜の都信金 601 8.02% +0.11 3 杜の都信金 91 4.78% ▲ 0.20

4 仙南信金 251 3.35% ▲ 0.09 4 仙南信金 46 2.42% +0.03

5 石巻商工信組 189 2.52% +0.01 5 石巻商工信組 43 2.26% ▲ 0.13

6 石巻信金 176 2.35% ▲ 0.16 6 商工中金 36 1.89% ▲ 0.19

7 宮城第一信金 122 1.63% ▲ 0.18 7 石巻信金 33 1.73% +0.02

8 気仙沼信金 116 1.55% ▲ 0.12 7 北日本 33 1.73% ▲ 0.09

9 東北 83 1.11% ▲ 0.08 9 気仙沼信金 32 1.68% +0.18

10 きらやか 81 1.08% ▲ 0.04 10 宮城第一信金 29 1.52% +0.07

2021年 2021年

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比

（社） （pt） （社） （pt）

1 七十七 1,374 57.25% +0.15 1 七十七 1,516 51.78% ▲ 0.01

2 仙台 247 10.29% +0.07 2 仙台 437 14.92% ▲ 0.09

3 杜の都信金 142 5.92% +0.11 3 杜の都信金 211 7.21% ▲ 0.08

4 北日本 62 2.58% +0.13 4 仙南信金 87 2.97% +0.13

5 石巻商工信組 55 2.29% ±0.00 5 石巻商工信組 85 2.90% +0.09

6 仙南信金 47 1.96% ±0.00 6 石巻信金 63 2.15% ▲ 0.02

7 気仙沼信金 38 1.58% +0.11 7 気仙沼信金 61 2.08% ▲ 0.06

7 岩手 38 1.58% ▲ 0.06 8 宮城第一信金 50 1.71% ▲ 0.03

7 三菱ＵＦＪ 38 1.58% ▲ 0.02 9 北日本 43 1.47% +0.03

10 石巻信金 37 1.54% ▲ 0.01 10 きらやか 37 1.26% +0.16

建設業 製造業

卸売業 小売業
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3. 売上規模別 ～「50億円以上」はメガバンク 3行上位に 

 

融資先の売上規模別の上位行は表 3 の通り。ここでも、七十七銀行が各売上規模でトップとな

った。「50 億円以上」は上位 10 行中、地元金融機関は七十七銀行・仙台銀行の 2 行のみで、メガ

バンク 3 行が上位に入った。 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 2021年

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比

（社） （pt） （社） （pt）

1 七十七 439 47.20% ▲ 0.12 1 七十七 3,669 59.78% ▲ 0.14

2 仙台 150 16.13% ▲ 0.29 2 仙台 714 11.63% +0.10

3 杜の都信金 56 6.02% +0.23 3 杜の都信金 271 4.42% +0.11

4 石巻商工信組 42 4.52% +0.12 4 仙南信金 105 1.71% ▲ 0.03

5 商工中金 31 3.33% ▲ 0.10 5 宮城第一信金 78 1.27% ▲ 0.17

6 石巻信金 22 2.37% ▲ 0.10 6 北日本 76 1.24% ▲ 0.03

7 仙南信金 21 2.26% +0.11 7 石巻信金 71 1.16% +0.02

8 宮城第一信金 16 1.72% +0.11 8 きらやか 69 1.12% +0.02

9 三菱ＵＦＪ 15 1.61% ±0.00 9 三菱ＵＦＪ 68 1.11% +0.02

9 みずほ 15 1.61% +0.11 10 石巻商工信組 66 1.08% +0.03

2021年 2021年

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比

（社） （pt） （社） （pt）

1 七十七 1,047 58.43% ▲ 0.36 1 七十七 316 44.32% ▲ 0.17

2 仙台 182 10.16% +0.03 2 仙台 78 10.94% +0.63

3 杜の都信金 141 7.87% +0.03 3 新みやぎ農協 40 5.61% ▲ 0.04

4 宮城第一信金 40 2.23% ▲ 0.01 4 みやぎ仙南農協 19 2.66% +0.12

5 三井住友 30 1.67% +0.05 5 杜の都信金 18 2.52% ▲ 0.16

6 石巻信金 28 1.56% ▲ 0.01 6 宮城県漁協 17 2.38% ▲ 0.02

6 きらやか 28 1.56% ▲ 0.01 7 みやぎ登米農協 13 1.82% ▲ 0.02

8 仙南信金 27 1.51% +0.05 8 いしのまき農協 12 1.68% ▲ 0.01

9 北日本 24 1.34% ±0.00 9 加美よつば農協 10 1.40% +0.13

10 山形 21 1.17% ▲ 0.06 9 気仙沼信金 10 1.40% ▲ 0.29

不動産業 その他産業

運輸・通信業 サービス業
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表３（売上規模上位行） 

 

2021年 2021年

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比

（社） （pt） （社） （pt）

1 七十七 5,242 56.83% ▲ 0.39 1 七十七 2,585 55.75% +0.17

2 仙台 1,225 13.28% +0.11 2 仙台 621 13.39% +0.08

3 杜の都信金 652 7.07% ▲ 0.02 3 杜の都信金 342 7.38% +0.79

4 仙南信金 244 2.65% ▲ 0.04 4 仙南信金 130 2.80% +0.08

5 石巻商工信組 179 1.94% +0.04 5 石巻商工信組 102 2.20% +0.03

6 気仙沼信金 168 1.82% ▲ 0.02 6 石巻信金 99 2.14% ▲ 0.34

7 石巻信金 163 1.77% +0.01 7 宮城第一信金 70 1.51% ▲ 0.33

8 宮城第一信金 149 1.62% ▲ 0.03 8 北日本 64 1.38% ▲ 0.24

9 北日本 109 1.18% +0.02 9 気仙沼信金 59 1.27% ▲ 0.03

10 東北 86 0.93% +0.03 10 きらやか 51 1.10% +0.02

2021年 2021年

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比

（社） （pt） （社） （pt）

1 七十七 3,917 54.98% ▲ 0.19 1 七十七 798 55.84% +0.25

2 仙台 1,031 14.47% +0.30 2 仙台 160 11.20% +0.62

3 杜の都信金 452 6.34% ▲ 0.34 3 杜の都信金 58 4.06% ▲ 0.39

4 石巻商工信組 179 2.51% +0.08 4 仙南信金 31 2.17% +0.08

5 仙南信金 178 2.50% ▲ 0.03 5 商工中金 30 2.10% ▲ 0.39

6 石巻信金 145 2.04% +0.12 6 北日本 29 2.03% +0.35

7 宮城第一信金 113 1.59% ▲ 0.01 7 きらやか 28 1.96% +0.28

8 北日本 93 1.31% ▲ 0.01 7 三菱ＵＦＪ 28 1.96% +0.81

9 気仙沼信金 92 1.29% ▲ 0.04 9 三井住友 25 1.75% +0.13

10 きらやか 89 1.25% +0.03 10 石巻商工信組 22 1.54% ▲ 0.35

2021年 2021年

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比

（社） （pt） （社） （pt）

1 七十七 794 60.52% ▲ 0.05 1 七十七 196 50.78% ▲ 1.31

2 仙台 101 7.70% ▲ 0.14 2 みずほ 41 10.62% +1.04

3 商工中金 43 3.28% +0.52 3 三井住友 29 7.51% +1.37

4 みずほ 37 2.82% +0.28 4 三菱ＵＦＪ 21 5.44% +0.03

5 三井住友 30 2.29% ▲ 0.11 5 農林中金 9 2.33% +0.36

5 三菱ＵＦＪ 30 2.29% ▲ 0.83 6 仙台 8 2.07% +0.10

7 北日本 29 2.21% +0.25 7 商工中金 6 1.55% ▲ 0.42

8 杜の都信金 26 1.98% +0.16 7 常陽 6 1.55% +0.08

8 常陽 26 1.98% +0.16 9 北日本 4 1.04% +0.06

10 東北 16 1.22% +0.13 9 岩手 4 1.04% ▲ 0.19

10-50億円未満 50億円以上

5000万円未満 5000万-1億円未満

1-5億円未満 5-10億円未満
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4. まとめ ～ 七十七銀行が引き続き圧倒的なシェア 

  

七十七銀行が業種別、売上規模別ともに 2 位以下を大きく引き離し、前年同様に圧倒的なシェ

アを示した。また、メイン取引企業数上位 8 行（2P、表 1 参照）までを地元金融機関が占めてお

り、地元金融機関の強さが目立つ結果となった。 

 

コロナ禍に伴う政府の強力な資金繰り支援策（実質無利子・無担保融資等）により倒産が大幅に

減少し、与信管理費用の減少などにより、2021 年 4～9 月期決算（単体）では、東北の地銀 15 行

のうち 14行で前年同期に比べ最終増益もしくは黒字となった。ただし、今後経済正常化につれて、

支援策の終了や縮小を背景に倒産は増加傾向を辿る可能性があるため、地銀の経営改善は一時的

なものとみるべきであろう。この東北地区は全国に先駆けて進んでいる少子高齢化や、低金利によ

る貸出業務の低迷、IT 化投資など厳しい経営環境のなかで、地域金融機関としていかに企業が持

つ課題に対して解決能力を発揮できるかが問われている。事業承継や本業支援、新規事業の開拓な

ど地域金融機関の役割はますます重要になっている。 

今後、支店統廃合等の経費削減も相まって、金融機関再編の動きが加速化する可能性が高まって

いるが、リストラによる利益の創出ではなく、地域活性化を後押しするコンサルティング等の企業

支援により企業とともに成長してこそ金融機関の生き残る道であることは明白であろう。また、企

業にとっても金融機関との密接な関係づくりが、アフターコロナに向けて一層重要になってくる

であろう。 
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